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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

◆主な記事◆
◎（仮称）「科学と自然の散歩みち」

　基本計画 ……………………………１面

◎ごみの減量と分別の徹底を ………８面

－小柴博士と地域の方々の想いを盛り込んだ基本計画を策定－
　区は、小柴昌俊博士のノーベル賞受賞と杉並名誉区民の称号贈呈の記念事業として、（仮称）「科学と
自然の散歩みち」の整備を進めています。
　あいさつをしたり、子どもも遊んでいたり、四季折々の花や緑を楽しみながら、のんびり一回りでき
る散歩みちを、平成１７年３月までに整備する予定です。
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井草区民事務所

西武新宿線

懇談会に出席された
小柴博士

��������	
���������	
�

清水
いこいの森

問い合わせ　都市整備部　建設課

サブルート　　　約５㎞
　メインルートから長屋
門などの地域の貴重な資
源や周辺の施設へのルー
トを設定しました。

バス停

至鷺ノ宮（さぎのみや）駅

わかたけ
公園

銀杏稲荷

銀杏稲荷児童遊園

向井公園

メインルート　　　　　約７㎞
　地域の方々がよく歩く井草川
遊歩道・妙正寺川河川通路を主
体に、公園・屋敷林などの緑を
つなぐ周回ルートを設定しまし
た。

妙正寺公園

中瀬児童遊園

��������	
��

　「散歩みち」については、小柴博士と地域の方々で懇談会を
設置し、考え方を練っていただきました。区は懇談会の提言を
踏まえて、小柴博士の功績をたたえるとともに、安心・緑・ふ
れあい・協力を整備の考え方とした基本計画を策定しました。
　整備は、バリアフリー化や安全対策を行い、緑の植栽・休憩
場所・案内板・モニュメントを設置します。また、散歩みちを
守り育てていくために、清掃や花壇作りなどの活動を地域の方
々が協力し合って進めていきます。
　基本計画や懇談会の概要については、区ホームページに掲載
します。

旧
早
稲
田
通
り

　名誉館長でもある小柴昌俊博
士とニュートリノ天文学を紹介
する展示コーナーを、３月２９日
�に開設する予定です。
　 科学館　�３３９６‐４３９１問

科学館

バ
ス
停
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文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

◇
美
術
鑑
賞
入
門
講
座
「
仏
像

と
人
の
出
会
い
―
仏
像
を
通

し
て
み
る
彫
像
の
美
の
変

遷
」

　

仏
像
を
題
材
に
、
そ
れ
が
制

作
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
を
学

び
、
彫
刻
を
鑑
賞
す
る
た
め
の

知
識
を
深
め
ま
す
。

　
 

４
月　

日
・　

日
、
５
月

１０

１７

１
日
・　

日
・　

日
、
６
月　

１５

２９

１２

日
／
時
間
は
い
ず
れ
も
、
土
曜

日
の
午
後
２
時
〜
４
時
（
４
月

　

日
・
６
月　

日
は
午
前　

時

１０

１２

１０

〜
正
午
） 

高
円
寺
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

彫
刻
家
・
橋
本
堅
太
郎 

五

〇
名
（
抽
選
） 

五
〇
〇
〇
円

（
六
回
分
、
会
員
割
引
あ
り
）

 

往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
）

で
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２９

に
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係（
〒

　

‐
０
０
４
３
上
荻
３
―　

―

１６７

２９

５
杉
並
会
館
内
）
へ

◇
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
「
岸
田
今

日
子
」
が
語
る
芝
居
の
面
白

さ
人
生
の
楽
し
さ

　

紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、
ブ
ル
ー

リ
ボ
ン
賞
な
ど
数
々
の
賞
を
受

賞
し
、
確
か
な
演
技
と
存
在
感

で
見
る
も
の
を
魅
了
す
る
女

優
、
岸
田
今
日
子
さ
ん
の
お
話

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
７
時

１４

（
６
時　

分
開
場
） 

浜
田
山

３０

会
館
（
浜
田
山
１
―　

―
３
）

３６

時

場

師

定

費

申
時

場

 

二
〇
〇
〇
円
（
全
席
自
由
、

会
員
割
引
あ
り
） 

チ
ケ
ッ
ト

発
売
開
始
＝
３
月　

日
�
午
後

１２

１
時
〜
▽
販
売
窓
口
＝
�
文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
（
上
荻

３
―　

―
５
杉
並
会
館
内
）
＝

２９

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
発
売

日
は
電
話
予
約
の
み
�
区
役
所

一
階
コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
＝

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
�

３０

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
＝
開
館
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

☆

　
 

文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

柳
川
優
子　

魅
惑
の
ハ

ー
モ
ニ
カ
リ
サ
イ
タ
ル

　

世
界
コ
ン
ク
ー
ル
で
数
々
の

輝
か
し
い
受
賞
歴
を
持
つ
若
手

気
鋭
の
奏
者
が
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
き
か
せ
ま

す
。（
区
共
催
）

　
 

５
月
５
日
�
午
後
３
時
開

演
（
２
時
開
場
） 

セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

２２

３２

出
演
＝
柳
川
優
子
（
ハ
ー
モ
ニ

カ
）、
三
井
志
麻
・
高
橋
明
治

（
ピ
ア
ノ
）、
落
合
一
郎
（
ギ
タ

費

申

問時

場

内

ー
）、
松
村
秀
雄
（
ベ
ー
ス
）
▽

曲
目
＝
童
謡
メ
ド
レ
ー
、「
川
の

流
れ
の
よ
う
に
」、「 
涙 
そ
う
そ

な
だ

う
」、「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」
ほ
か

 

五
六
八
名 

前
売
一
五
〇
〇

円
（
当
日
一
八
〇
〇
円
・
全
席

自
由
） 

販
売
開
始
＝
３
月　
１２

日
�
午
後
１
時
〜
▽
販
売
窓
口

＝
�
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

（
上
荻
３
―　

―
５
杉
並
会
館

２９

内
）
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�
区
役
所
一
階
コ
ミ
ュ
か
る
シ

ョ
ッ
プ
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
�
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
＝
開

館
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

 

パ
ル
ケ
・
デ
・
ボ
ス
ケ
・
芝
�
・

�
３
３
１
６
‐
１
３
３
２

◇
区
民
一
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
４
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

１６６

２２

―　

）へ（
抽
選
） 

同
セ
ン
タ

３２
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

�
演
劇
製
作
集
団
四
十
郎
公
演 

「
杉
田
家
の
人
々
１
９

７
０
・
夏　

都
営
玉
ケ

島
住
宅
物
語
」

　

昭
和　

年
、
東
京
都
下
の
都

４５

営
住
宅
、
杉
田
家
。
当
時
の
風

俗
を
随
所
に
交
え
、
現
代
で
は

失
わ
れ
た
人
々
の
交
流
を
描
く

人
情
喜
劇
で
す
。（
区
後
援
）

　
 

４
月
１
日
�
午
後
７
時

定

費

申

問
申

問

時

〜
、
２
日
�
・
３
日
�
午
後
３

時
〜
・
７
時
〜
、
４
日
�
午
後

３
時
〜 

高
円
寺
・
明
石
ス
タ

ジ
オ（
高
円
寺
南
４
―　

―
６
）

１０

 

二
二
〇
〇
円
（
当
日
二
五
〇

〇
円
／
高
校
生
以
下
・　

歳
以

６５

上
一
五
〇
〇
円
） 

・ 

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
劇
団
四

十
郎
本
部
�
・
�
３
２
２
３
‐

１
３
０
８
へ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.lin
k
c
lu
b
.o

r.jp
/̃n
e
x
t/4
0

◇
区
民
五
組
一
〇
名
を
無
料
招

待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
に
希
望
日
・
時
間
も
書
い

て
、
３
月　

日
（
消
印
有
効
）

２３

ま
で
に
同
劇
団
本
部
（
〒　

‐
１６５

０
０
３
３
中
野
区
若
宮
２
―　
２２

―
７
）
へ
（
抽
選
） 

同
劇
団

本
部
�
・
�
３
２
２
３
‐
１
３

０
８

杉
チ
ャ
ッ
ト
「
生
き
物
調

査
隊
」
春
を
探
そ
う
！

　

身
近
な
地
域
で
生
き
物
を
探

し
ま
す
。
昨
年
と
同
じ
場
所
で

観
察
し
、
違
う
生
き
物
も
探
し

て
み
ま
し
ょ
う
。（
区
後
援
）

　
 

３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２７

１０

正
午
（
９
時　

分
受
付
・
雨
天

３０

の
場
合
は　

日
�
に
順
延
） 

２８

宮
前
公
園（
宮
前
２
―　

―　

）

１２

１８

と
そ
の
周
辺 

小
学
生
〜
高
校

生
（
小
学
校
三
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
） 

六
〇
名 

三
〇

〇
円
（
保
険
料
、
資
料
代
な
ど
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
記
入
例
参
照
）
に
学
年
も

書
い
て
、
３
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
杉
並
ビ
オ
ト
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐

１６６

谷
南
１
―　

―　

杉
並
Ｎ
Ｐ

４７

１７

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
気
付
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク

場

費

申

問

他

申

問

時

場

対定

費

申

ス　

番
、
�
５
９
３
２
‐
６
６

１１
２
７
）
へ 

能
登
山
�
３
３
３

４
‐
６
６
２
５

早
春
の
南
高
尾
の
カ
タ

ク
リ
を
た
ず
ね
て

　

高
尾
山
を
歩
き
な
が
ら
カ
タ

ク
リ
や
ニ
リ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
植

物
観
察
を
楽
し
み
ま
す
。（
区
後

援
）

　
 

４
月
６
日
�
午
前　

時
１０

（
集
合
） 

集
合
場
所
＝
京
王
線

高
尾
山
口
駅
改
札
口 

五
〇
名

（
抽
選
） 

五
〇
〇
円
（
保
険

料
・
資
料
代
）、
交
通
費
は
各
自

負
担 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例

参
照
）
で
、
３
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
公
園
緑
地
課
み
ど
り
の

計
画
係
へ 

み
ど
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
杉
並
自
然
観
察
の
会
・

六
車
�
０
９
０
‐
６
７
１
９
‐

３
５
１
６
（
午
後
６
時
以
降
）

�
青
少
年
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム 

「
大
人
が
遊
ぶ
」

　

こ
こ
ろ
の
問
題
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
自
分
探
し
に
つ
い
て

考
え
る「
こ
こ
ろ
の
探
検
講
座
」

の
延
長
と
し
て
、
仲
間
づ
く
り

を
念
頭
に
お
い
た
「
大
人
が
遊

ぶ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２０

５
時 

蚕
糸
の
森
公
園
（
和
田

３
丁
目
）、
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

） 

料
理
作
り
、

２２

３２

大
人
ル
ー
ル
の
外
遊
び
（
鬼
ご

っ
こ
、
か
く
れ
ん
ぼ
な
ど
） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で　
１６

歳
以
上　

歳
前
後
ま
で
の
方 

３０

二
〇
名 

五
〇
〇
円 

・ 

電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
３
月

　

日
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

１９ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
�

３
３
１
７
‐
６
６
２
０
へ
（
先

着
順
）

問

時

場

定

費

申

問

時
場

内

対定

費

申

問

▲岸田　今日子

ロ
ボ
ッ
ト
杉
並　
　２１

◇
ロ
ボ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト

　

区
内
の
小
・
中
学
生
が
組

み
立
て
た
「
自
律
型
ロ
ボ
ッ

ト
」
で
タ
イ
ム
を
競
う
規
定

競
技
と
演
技
を
競
う
自
由
演

技
の
二
種
目
を
行
い
ま
す
。

◇
ロ
ボ
ッ
ト
絵
画
コ
ン
テ
ス

ト

　

区
内
の
小
・
中
学
生
が「
ロ

ボ
ッ
ト
を
テ
ー
マ
と
し
た
未

来
の
夢
」
を
描
い
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

◇
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
コ
ー
ナ
ー

　

ラ
ジ
コ
ン
で
既
成
ロ
ボ
ッ

ト
（
サ
ッ
カ
ー
・
ロ
ボ
）
を

操
作
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

☆

　
 

３
月　

日
�
午
前
９
時

２０

〜
午
後
５
時 

無
料

サ
イ
エ
ン
ス
ウ
ィ
ー
ク

「
春
の
一
般
公
開
」

　

科
学
実
験
教
室
を
行
い
ま

す
。挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
の
ほ
か
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
投
影
、
科
学
映
画
の
上

映
を
し
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

・ 

下
表
の

と
お
り 

無
料 

プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
投
影
中
は
入
退
場
で

き
ま
せ
ん

土
曜
科
学
講
座
（
大
人

向
）

　
 

・ 

３
月　

日
�
�
午

２７

前　

時　

分
〜　

時　

分
＝

１０

３０

１１

５０

ボ
ロ
ノ
イ
分
割
〜
細
胞
か
ら

宇
宙
の
大
規
模
構
造
ま
で
�

時

費

時

内

対

定

費

他

時

内

午
後
１
時　

分
〜
３
時
＝
石

２０

材
の
科
学
〜
火
成
岩
を
中
心

に 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
中
学
生
以
上
の
方 

三

〇
名
（
先
着
順
） 

無
料

　
 

科
学
館
（
清
水
３
―
３

―　

） 

当
日
、
直
接
会
場

１３
へ 

科
学
館
�
３
３
９
６
‐

４
３
９
１ 

車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

対

定

費

場

申

問

他

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

�

�

�

�

�

�

〈サイエンスウィーク（春の一般公開）〉
３０日�２９日�２７日�３月２６日�定員内容・時間

メダカとグッ
ピー

なっちゃん
のケヤキ４６億年の贈りもの熱をさぐれ２２０名映　　画

午前１０時２０分～１０時５０分

トントンのゆめ１４０名プラネタリウム
午前１１時～正午

未来は僕らの
手に

 蜜  蜂 の行動
みつ ばち

をさぐる

教えて！ボルタ先生
～台所でできるおも
しろい理科実験

小さな手のひ
ら大きな緑２２０名映　　画

午後１時～１時３０分

飛ぶおもちゃ
をつくろう万華鏡作り紙で雪の結晶をつく

ろう
スライムで遊
ぼう

３５名～
　４０名

ジュニア
コース科学実験

午後１時４０分～
３時 電子工作「春

のホタル」
雲をつくっ
てみよう糸を染めようミニモーター３５名～

　４０名
チャレン
ジコース

宇宙のルネッサンス～新しい宇宙観１４０名プラネタリウム
午後３時１５分～４時１５分
※すべて先着順です。科学実験は午後０時５０分から整理券を配布します。ジュニアコースは５歳～小学校低
学年、チャレンジコースは小学校高学年・中学生・一般が対象です。プラネタリウムは５歳以上が対象で
す。

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢　�性別

�電話番号

（原則１人１枚）

�

�

�



● NO.1671３ 平成１６（２００４）年３月１１日（木曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日
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�
�

高
円
寺
ハ
ー
ト
・
ト
ゥ
・

ア
ー
ト

　

自
作
の
ア
ー
ト
作
品
の
展

示
・
販
売
を
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
方
た
ち
と
交
流
す
る
ア
ー

ト
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

す
。（
区
後
援
）

　
 

３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２０

８
時
、　

日
�
正
午
〜
午
後
６

２１

時 

高
円
寺
北
会
議
室
（
高
円

寺
北
３
―　

―
９
）、Ｊ
Ｒ
高
円

２５

寺
駅
北
口
周
辺
な
ど 

絵
画
、

オ
ブ
ジ
ェ
、
時
計
、
雑
貨
、
書
、

版
画
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の

展
示
・
販
売 

無
料 

両
日
、

先
着
五
〇
名
に
ポ
ス
タ
ー
を
さ

し
あ
げ
ま
す

◇
高
円
寺
ハ
ナ
ペ
ラ
祭
り

　

銭
湯
を
舞
台
に
し
た
実
験
的

音
楽
イ
ベ
ン
ト
第
二
弾
で
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
５
時
〜

２０

（
二
時
間
程
度
を
予
定
） 

な

み
の
ゆ
（
高
円
寺
北
３
―　

―
２９

２
） 

一
〇
〇
〇
円
（
予
定
）

☆

　
 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

ハ

ー
ト
・
ト
ゥ
・
ア
ー
ト
実
行
委

員
会
・
渡
辺
�
３
３
３
７
‐
７

時場

内

費

他

時

場

費
申

問

９
３
５
Ｅ
メ
ー
ルh

iro
s
h
i-

w
@
p
o
p
0
2
.o
d
n
.n
e
.jp

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.

h
e
a
rt-to

-a
rt.n
e
t/

�
蚕
糸
の
森
ま
つ
り 

ふ
れ
あ
い
２
０
０
４

　
 

３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２８

１０

午
後
３
時
（
区
後
援
） 

蚕
糸

の
森
公
園
・
杉
並
第
十
小
学
校

校
庭
（
和
田
３
―　

―　

） 

５５

４９

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、
似
顔
絵
、
ソ
ー
ラ

ー
カ
ー
、
蚕
糸
太
鼓
な
ど
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
い
ろ
い
ろ
、
模
擬

店
、
防
災
施
設
見
学
体
験
、
無

料
健
康
診
断
ほ
か 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

蚕
糸
の
森
ま
つ
り

協
議
会
事
務
局
・
浜
田
�
３
３

１
５
‐
５
９
６
０ 

車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

春
の
草
花
・
植
木
・
野

菜
な
ど
展
示
即
売
会

　

区
内
の
農
家
で
生
産
さ
れ
た

草
花
・
植
木
・
野
菜
な
ど
の
展

示
即
売
の
ほ
か
、
園
芸
相
談
な

ど
も
行
い
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
・　

日
�
午

２７

２８

前
９
時
〜
午
後
４
時 

区
役
所

時

場

内

申

問

他

時

場

入
り
口
（
中
杉
通
り
側
・
青
梅

街
道
側
） 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

経
済
勤
労
課
都
市
農
業
係

 

買
い
物
袋
を
お
持
ち
く
だ
さ

い�
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
in

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸 

春
祭
り

　
 

４
月
３
日
�
・
４
日
�
・

　

日
�
・　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１１

１０

午
後
３
時 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

ば
高
井
戸 

募
集
区
画
＝
各
日

と
も
一
四
区
画 

区
内
在
住
・

在
勤
の
方
（
業
者
は
不
可
） 

一
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
記
入
例
参
照
）
に
参
加

希
望
日
も
書
い
て
、
３
月　

日
１８

（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル

ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）

へ
（
抽
選
） 

同
ひ
ろ
ば
�
３

３
３
１
‐
４
３
６
０
（
水
・
木

曜
休
館
） 

車
で
の
搬
出
入
・

来
場
は
で
き
ま
せ
ん

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
 

４
月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１１

午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は　
１８

申

問
他

時

場内

対

費

申
問

他

時

　

「
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
ウ
サ
ギ
」
の

Ｃ
Ｍ
や
ゲ
ー
ム
「
鬼
武
者

３
」、映
画「
リ
タ
ー
ナ
ー
」な

ど
を
制
作
し
た
「
白
組
」
の

特
集
で
す
。「
白
組
」
は
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｃ
Ｇ
、
特

撮
、
画
像
合
成
な
ど
の
技
術

を
得
意
と
す
る
映
像
制
作
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
Ｃ
Ｍ

や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
お
な
じ
み

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
会
い
に

来
ま
せ
ん
か
。

　
 

�
ク
レ
イ
（
粘
土
）
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
（
体
験
講
習
）
�
３
Ｄ

空
間
体
験
�
モ
ー
シ
ョ
ン
キ

内

ャ
プ
チ
ャ
ー
体
験
�
お
た
の

し
み
上
映
会
な
ど 

当
日
、

直
接
会
場
へ

◇
立
体
モ
デ
ル
（
ス
カ
ル
ピ

ー
造
形
）
体
験

　

プ
ロ
が
使
う
粘
土
を
使
っ

て
、
立
体
モ
デ
ル
の
造
形
に

挑
戦
し
ま
す
。
プ
ロ
の
指
導

の
も
と
、
自
分
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
粘
土
や
道
具
類
は
、
用

意
し
ま
す
。

　
 

中
学
生
以
上
の
方 

電

話
で
、
３
月　

日
ま
で
に
経

２２

済
勤
労
課
産
業
振
興
担
当
へ

◇
立
体
視
メ
ガ
ネ
体
験

　

人
間
は
、
左
右
の
目
の
視

差
を
利
用
し
て
、
身
の
回
り

の
風
景
な
ど
を
奥
行
き
の
あ

申

対

申

る
立
体
的
な
空
間
と
し
て
、

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
原
理
を
簡
単
な
装
置

を
使
っ
て
体
験
し
ま
す
。
立

体
視
メ
ガ
ネ
を
通
し
て
、
浮

か
び
上
が
る
３
Ｄ
空
間
の
中

に
、
あ
な
た
が
主
人
公
と
な

っ
て
登
場
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
分
の
写
っ
た
合

成
写
真
と
特
殊
メ
ガ
ネ
装
置

は
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　
 

各
日
と
も
一
〇
〇
名

（
先
着
順
） 

当
日
、
直
接

会
場
へ

☆

　
 

３
月　

日
�
・　

日
�

２５

２６

午
前　

時
〜
午
後
６
時 

杉

１０

並
ア
ニ
メ
資
料
館
（
上
荻
３

―　

―
５
杉
並
会
館
三
階
）

２９

 

無
料 

経
済
勤
労
課
産
業

振
興
担
当

定

申

時

場

費

問

日
に
延
期
・
区
後
援
） 

荻
窪

タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
デ
ッ
キ
、

八
階
屋
上（
上
荻
１
―
９
―
１
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
業

者
は
不
可
） 

二
階
デ
ッ
キ

（
一
・
五
ｍ
四
方
）、
八
階
屋
上

（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ
も
一

区
画
二
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ

キ
（
２
面
記
入
例
参
照
、
往
復

ハ
ガ
キ
以
外
は
無
効
）
に
出
店

希
望
場
所
も
書
い
て
、
３
月　
２４

日
（
必
着
）
ま
で
に
荻
窪
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
３
―
４
―

　

―　

）
へ
（
抽
選
） 

同
事

１９

２０３

務
局
�
３
３
９
８
‐
１
５
４
３

「
世
界
の
教
科
書
に
み

る
日
本
」
展

　

日
本
の
社
会
や
文
化
、
日
本

人
が
、
世
界
各
国
の
教
科
書
の

中
で
ど
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
て

い
る
か
、
日
本
に
関
す
る
写
真

や
挿
絵
な
ど
の
テ
ー
マ
別
パ
ネ

ル
と
実
物
の
教
科
書
を
展
示
し

ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
〜　

日
�
午

１５

１８

前　

時
〜
午
後
６
時 

産
業
商

１０
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―

　

） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

１９場
へ 

教
育
委
員
会
事
務
局
庶

務
課 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

 
�
区
民
企
画
講
座
に
ほ
ん
ご

あ
そ
び
―
寿
限
無
に
挑
戦 

落
語
家「
林
家
た
い
平
」師

匠
か
ら
、直
々
に
伝
授
を
！

　
 

３
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２０

３
時 

井
草
社
会
教
育
会
館

（
今
川
４
―　

―　

） 

落
語

１２

１０

「
寿
限
無
」
に
つ
い
て
の
お
話

と
「
ジ
ュ
ゲ
ム
・
ジ
ュ
ゲ
ム
…
」

場

対

費

申

問

時

場

費

申

問他
時

場

内

が
覚
え
て
言
え
る
よ
う
に
！ 

落
語
家
・
林
家
た
い
平 

三
〇

名 

無
料 

・ 

電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７

‐
６
６
２
１
�
３
３
１
７
‐
６

６
２
０
Ｅ
メ
ー
ルs

h
a
k
y
o
-

c
@
c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.lg
.jp

へ
（
先
着
順
）

�
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
共

催
企
画 

中
・
高
校
生
セ
ミ
ナ
ー

―
カ
ラ
ダ
の
気
持
ち
を

き
い
て
み
よ
う

　

中
・
高
校
生
が
今
抱
え
て
い

る
性
に
関
す
る
不
安
、
悩
み
に

専
門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
４
時
〜

２４

６
時 

ゆ
う
杉
並
（
荻
窪
１
―

　

―
３
） 

産
婦
人
科
医
・
堀

５６口
雅
子 

中
・
高
校
生 

三
〇

名 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
�

３
３
９
３
‐
４
７
６
０
、
男
女

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

３
‐
４
４
１
０

�
入
り
口
い
ろ
い
ろ
・
ぼ
ら
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
ボ
ラ
ン
ポ
）
そ
の　
 １２

「
点
」
と
「
声
」
で
つ

む
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　

声
で
表
現
す
る
楽
し
さ
・
点

訳
の
大
切
さ
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ

の
重
要
性
に
つ
い
て
活
動
を
し

て
い
る
方
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
交
流
な
ど
を

通
じ
て
、
身
近
な
活
動
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
１
時　

２８

３０

分
〜
３
時　

分 

杉
並
Ｎ
Ｐ

３０

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

四
階
） 

こ
う
ば
こ
の
会
・

１７
美
月
め
ぐ
み
ほ
か 

二
〇
名 

師

定

費

申

問

時
場

師
対

定

費

申

問時

場

師

定

費

杉
並
ア
ニ
メ
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　

春
休
み
特
別
企
画

　

昭
和　

年
に
プ
ロ
野
球
専

１１

用
球
場
と
し
て
誕
生
し
た
上

井
草
球
場
。
し
か
し
後
楽
園

球
場
完
成
後
は
プ
ロ
の
試
合

は
激
減
し
、
そ
の
役
割
を
変

え
て
い
き
ま
す
。
野
球
界
の

動
向
や
戦
争
な
ど
の
時
代
背

景
を
も
と
に
、
上
井
草
球
場

の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

展
示

　
 

展
示
期
間
＝
３
月　

日
１３

時

�
〜
５
月
５
日
�

　

講
演
会

　
 

４
月　

日
�
午
後
１
時

１８

〜
３
時 

私
の
野
球
人
生
ス

タ
ー
ト
の
地
・
上
井
草
球
場

 

野
球
評
論
家
・
関
根
潤
三

 

八
〇
名
（
先
着
順
）

　

ビ
デ
オ
上
映
会

　
 

３
月　

日
�
、
４
月　

２８

２９

日
�
の
時
間
は
い
ず
れ
も
、

時

内

師定
時

午
後
２
時
〜
３
時　

分 
３０

「
秀
子
の
応
援
団
長
」
▽
出

演
＝
高
峰
秀
子
、
灰
田
勝
彦

ほ
か
（
ロ
ケ
地
の
一
つ
と
し

て
上
井
草
球
場
が
使
わ
れ
ま

し
た
） 

八
〇
名
（
先
着
順
）

☆

　
 

郷
土
博
物
館
（
大
宮
１

―　

―
８
） 

一
〇
〇
円（
入

２０
館
料
・
中
学
生
以
下
無
料
）

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同

館
�
３
３
１
７
‐
０
８
４
１

 

毎
週
月
曜
、
第
三
木
曜
休

館
（
５
月
３
日
は
開
館
）

内

定

場

費

申

問

他

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
、杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
�

５
３
０
６
‐
３
９
３
９
�
５
３

０
６
‐
６
５
９
７
へ
（
先
着
順
）

杉
並
で
く
ら
す
外
国
人
の

た
め
の
に
ほ
ん
ご
教
室

　

基
本
的
な
日
常
会
話
と
読
み

書
き
を
学
び
ま
す
。

　
 

４
月　

日
〜
６
月　

日

１３

２５

（
５
月
４
日
、
６
月
４
日
を
除

く
）
の
毎
週
火
・
金
曜
日
午
後

６
時　

分
〜
８
時　

分
（
計
二

３０

３０

〇
回
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

） 

月
額
二
〇

２２

３２

〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
）
で
、
３
月　

日
（
消
印
有

３１

効
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１

１６６

―　

―　

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー

２２

３２
申

問

時

場

費

申

問

�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１ 

�

無
料
託
児
が
あ
り
ま
す
�
ク
ラ

ス
分
け
の
た
め
の
面
接
を
４
月

９
日
�
午
後
６
時　

分
か
ら
行

３０

い
ま
す

家
族
介
護
教
室

◇
介
護
保
険
っ
て
な
あ
に
？
―

仕
組
み
と
サ
ー
ビ
ス

　
 

３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１８

４
時 

阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の

家
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

一

五
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３

３
３
８
‐
８
６
３
０
へ
（
先
着

順
）

◇ 
痴  
呆 
性
高
齢
者
の
家
族
や
す

ち 
ほ
う

ら
ぎ
支
援
事
業
と
そ
の
他
の

区
の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
を
知

ろ
う

　
 

３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１８

他

時
場

対

定

費

申

問

時

４
時 

上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家

（
上
井
草
３
―　

―　

） 

Ｎ

３３

１０

Ｐ
Ｏ
新
し
い
ホ
ー
ム
を
つ
く
る

会
・
白
川
す
み
子
ほ
か 

区
内

在
住
・
在
勤
の
方 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
上
井
草

ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
９
４
‐

９
８
３
１
へ
（
先
着
順
）

�
講
演
会 

老
後
の
財
産
管
理
に
つ

い
て
考
え
ま
せ
ん
か

　

判
断
能
力
が
衰
え
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
自
分
の
財
産
を
管

理
す
れ
ば
い
い
の
か
、
事
例
を

交
え
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
１
時　

２４

３０

分
〜
３
時　

分 

区
役
所
中
棟

３０

六
階
第
四
会
議
室 

弁
護
士
・

鬼
丸
か
お
る 

一
二
〇
名
（
先

着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

保
健
福
祉
部
管
理
課

場

師
対

定

費

申

問

時

場
師

定

費

申

問

　
　

郷
土
博
物
館
特
別
展

郷
土
博
物
館
特
別
展

上
井
草
球
場
の
軌
跡

　
　
　
　
　

上
井
草
球
場
の
軌
跡

◇
Ｃ
Ｍ
・
ゲ
ー
ム
・
映
画

の
な
か
の
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
特
集
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�
清
水
ふ
れ
あ
い
の
家
・
高

円
寺
北
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
助
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
介
護
な
ど
▽
勤
務

日
な
ど
＝
週
二
〜
三
日
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
実
働
六
時

間
）
▽
資
格
＝
ヘ
ル
パ
ー
３
級

以
上
の
資
格
を
持
ち
、
高
齢
者

介
護
に
熱
意
の
あ
る　

歳
未
満

５０

の
方
、
土
曜
日
勤
務
可
能
な
方

▽
時
給
＝
九
五
〇
円
▽
募
集
人

員
＝
若
干
名 

写
真
を
は
っ
た

履
歴
書
を
、
３
月　

日
（
必
着
）

１９

ま
で
に
勤
務
を
希
望
す
る
ふ
れ

あ
い
の
家
（
清
水
＝
〒　

‐
０

１６７

０
３
３
清
水
３
―　

―
４
・
高

２２

円
寺
北
＝
〒　

‐
０
０
０
２
高

１６８

内

申

円
寺
北
３
―　

―
８
）
へ
郵
送

２０

ま
た
は
持
参 

清
水
ふ
れ
あ
い

の
家
�
３
３
９
４
‐
０
４
５
５
、

高
円
寺
北
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３

３
３
０
‐
４
９
０
３

�
大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
助
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
介
護
▽
勤
務
日
＝

週
一
〜
二
日
（
月
・
火
曜
）
▽

勤
務
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
▽
資
格
＝
ヘ
ル

１５

パ
ー
２
級
以
上
▽
時
給
＝
九
五

〇
円
▽
募
集
人
数
＝
一
〜
二
名

 

電
話
で
問
い
合
わ
せ
の
上
、

履
歴
書
を
郵
送
で
、
大
宮
ふ
れ

あ
い
の
家
（
〒　

‐
０
０
１
３

１６６

堀
ノ
内
１
―　

―　

）
へ 

同

１６

３８

ふ
れ
あ
い
の
家
・ 
天  
谷 
�
５
３

あ
ま 

や

７
７
‐
７
０
２
５

� 

杉
樹
会 

リ
ハ
ビ
リ
補
助
（
パ
ー

ト
）
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム「
さ
ん
じ
ゅ
久
我
山
」

利
用
者
の
リ
ハ
ビ
リ
準
備
、
誘

導
、
見
守
り
な
ど
▽
勤
務
日
＝

月
・
火
・
木
・
金
曜
▽
勤
務
時

間
＝
午
後
２
時
〜
５
時
▽
資
格

＝　

歳
位
ま
で
の
方
▽
募
集
人

５５
数
＝
若
干
名
▽
時
給
＝
八
五
〇

円 

履
歴
書
を
郵
送
で
、
さ
ん

じ
ゅ
久
我
山
（
〒　

‐
０
０
８

１６８

２
久
我
山
３
―　

―　

）
へ 

４７

１６

同
ホ
ー
ム
�
５
３
４
６
‐
５
３

５
１

� 

サ
ン
フ
レ
ン
ズ 

看
護
職
員
な
ど

◇
看
護
職
員
（
常
勤
・
非
常
勤
）

　
 

勤
務
内
容
＝
高
齢
者
の
健

康
管
理
と
リ
ハ
ビ
リ
指
導
▽
資

格
＝
看
護
師
・
准
看
護
師
▽
時

給
＝
一
四
〇
〇
円
〜
（
常
勤
は

問

内
申

問

（ 福 ）内申

問

（ 福 ）内

給
与
規
定
に
よ
る
）

◇
介
護
職
員
（
非
常
勤
）

　
 

勤
務
内
容
＝
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
お
よ
び
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
介
護
▽
資
格
＝
ヘ

ル
パ
ー
２
級
以
上
▽
時
給
＝
九

〇
〇
円
〜

◇
居
宅
介
護
支
援
専
門
員
（
常

勤
・
非
常
勤
）

　
 

勤
務
内
容
＝
認
定
調
査
・

プ
ラ
ン
作
成
▽
資
格
＝
介
護
支

援
専
門
員
▽
時
給
＝
一
四
〇
〇

円
〜

☆

　
 

勤
務
場
所
＝
�
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
上
井
草
園
（
上
井

草
３
―　

―　

）
�
上
井
草
ふ

３３

１０

れ
あ
い
の
家
（
上
井
草
３
―　
３３

―　

）
�
和
田
ふ
れ
あ
い
の
家

１０
（
和
田
３
―　

―
４
）
�
和
泉

５２

ふ
れ
あ
い
の
家
（
和
泉
４
―　
４０

―　

）
�
松
ノ
木
ふ
れ
あ
い
の

３１
家
（
松
ノ
木
２
―　

―
３
）
�

１４

永
福
ふ
れ
あ
い
の
家
（
永
福
２

―　

―　

） 

・ 

サ
ン
フ
レ

１４

２０

ン
ズ
事
務
局
（
上
井
草
３
―　
３３

―　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
上

１０
井
草
園
内
�
３
３
９
４
‐
９
８

３
３
）
へ

家
庭
福
祉
員
受
託
児
童

　

保
育
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ

家
庭
福
祉
員
が
、
保
護
者
の
就

労
な
ど
で
日
中
保
育
で
き
な
い

児
童
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
保

育
す
る
場
所
は
、
一
定
の
条
件

を
満
た
し
た
家
庭
福
祉
員
の
自

宅
の
一
室
で
す
。

　
 

�
区
内
在
住
で
、
生
後
６

週
間
以
上
３
歳
未
満
の
健
康
な

児
童
�
保
護
者
が
就
労
な
ど
の

理
由
で
、
児
童
を
保
育
で
き
な

い
こ
と
▽
保
育
実
施
日
＝
日

曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
・
家
庭

福
祉
員
の
休
暇
な
ど
を
除
く
毎

日
▽
保
育
時
間
＝
原
則
午
前
８

内内場

申

問

対

時　

分
〜
午
後
５
時
▽
保
育
料

３０
＝
基
本
料
金
月
額
二
万
三
〇
〇

〇
円
・
時
間
外
料
金
は
一
時
間

に
つ
き
五
〇
〇
円
・
そ
の
他
暖

房
費
な
ど 

三
〜
五
名 

・ 

直
接
、
各
家
庭
福
祉
員
（
右
表
）

へ�
高
齢
者
住
宅
荻
窪
み
ど
り

の
里 

生
活
協
力
員

　
 

業
務
内
容
＝
入
居
者
に
対

す
る
緊
急
時
の
対
応
、
安
否
の

確
認
、
相
談
業
務
な
ど
▽
業
務

時
間
＝
月
〜
金
曜
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
を
除

く
。
た
だ
し
、
緊
急
時
の
対
応

に
つ
い
て
は
業
務
時
間
外
に
も

行
い
ま
す
）
▽
委
託
料
＝
月
額

一
〇
万
円
（
住
宅
使
用
料
相
当

分
は
区
が
負
担
し
ま
す
）
▽
募

集
世
帯
＝
一
世
帯
▽
応
募
資
格

＝
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
�
高
齢
者
福
祉
に
理
解
と
熱

意
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康

な　

歳
以
下
の
方
�
保
健
師
･

５０

定

申

問

内

看
護
師
・
准
看
護
師
･
介
護
福

祉
士
の
資
格
を
取
得
（
予
定
）

し
て
い
る
（
配
偶
者
で
も
可
）。

ま
た
は
、
世
帯
の
中
に
区
内
の

医
療
機
関
ま
た
は
社
会
福
祉
施

設
に
勤
務
す
る
方
が
い
る
�
高

齢
者
住
宅（
荻
窪
１
―　

―
６
）

１１

内
の
生
活
協
力
員
室
（
３
Ｋ
）

に
、
大
人
二
人
以
上
の
世
帯
で

住
む
こ
と
が
で
き
る
（
子
ど
も

の
い
る
方
も
可
）
�
世
帯
の
所

得
が
月
額
二
〇
万
円
以
上 

履

歴
書
を
、
３
月　

日
（
必
着
）

１９

ま
で
に
住
宅
課
（
区
役
所
西
棟

五
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

住
宅
課 

履
歴
書
は
返
却
し
ま

せ
ん

 
乳
が
ん
･
子
宮
が
ん
検
診

　
　

年
度
乳
が
ん
･
子
宮
が
ん

１５
検
診
の
受
診
は
、
３
月　

日
で

３１

終
了
し
ま
す
。
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
方
は
、
期
間
内
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、　

年
度
の
が
ん
検
診

１６

は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 

杉
並
保
健
所
健
康
推
進
課

�
３
３
９
１
‐
１
０
１
５

�
病
後
児
保
育 

新
年
度
の
登
録
を
受
け

付
け
ま
す

　

３
月　

日
�
か
ら
、
新
年
度

１７

の
病
後
児
保
育
の
登
録
を
受
け

付
け
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
の
回

復
期
に
あ
っ
て
、
通
園
が
困
難

な
一
時
期
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ご
利
用
の
際
は
、
事
前
に

利
用
登
録
申
請
や
予
約
が
必
要

で
す
。

　
 

実
施
施
設
＝
河
北
総
合
病

院
こ
ど
も
ケ
ア
セ
ン
タ
ー 

区

内
の
保
育
施
設
や
幼
稚
園
在
籍

申
問

他

問場

対

の
子
ど
も
と
、
区
内
在
住
で
区

外
の
保
育
施
設
や
幼
稚
園
に
在

籍
の
子
ど
も 

一
日
一
七
〇
〇

円
・
給
食
代
三
〇
〇
円 

登
録

受
付
場
所
＝
保
育
課
（
区
役
所

東
棟
三
階
）
／
郵
送
に
よ
る
登

録
も
受
け
付
け
ま
す
（
申
請
書

は
区
立
保
育
園
に
あ
り
ま
す
）

 

保
育
課
指
導
係

外
環
道
周
辺
環
境
の
現

地
調
査

　

東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関

越
道
〜
東
名
高
速
間
）
の
周
辺

に
お
い
て
、
環
境
の
現
況
を
把

握
す
る
た
め
、
冬
季
観
測
に
引

き
続
き
、
現
地
で
の
調
査
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

◇
動
物
・
植
物
関
係

�
早
春
季
観
測

　
 

観
測
期
間
＝
３
月
中
旬
〜

４
月
上
旬（
予
定
）▽
観
測
内
容

＝
両
生
類
、
植
物
、
底
生
動
物
、

生
態
系
な
ど
の
把
握
▽
観
測
場

所
＝
善
福
寺
公
園
、
井
草
八
幡

宮
、
善
福
寺
川
（
八
幡
西
橋
付

近
）、松
庵
公
園
、井
荻
公
園
、切

通
し
公
園
、
善
福
寺
美
樹
園
公

園
、
善
福
寺
川
周
辺
な
ど

�
春
季
観
測

　
 

観
測
期
間
＝
５
月
上
旬
〜

中
旬
（
予
定
）
▽
観
測
内
容
＝

両
生
類
、
は
虫
類
、
鳥
類
、
昆

虫
類
、
植
物
、
魚
類
、
生
態
系

な
ど
の
把
握
▽
観
測
場
所
＝
善

福
寺
公
園
、
井
草
八
幡
宮
、
善

福
寺
川
（
八
幡
西
橋
付
近
）、
松

庵
公
園
、
井
荻
公
園
、
切
通
し

公
園
、
善
福
寺
美
樹
園
公
園
、

善
福
寺
川
周
辺
な
ど

◇
大
気
質
関
係

�
春
季
観
測

　
 

観
測
期
間
＝
４
月
中
旬
〜

開
始
予
定
▽
観
測
内
容
＝
二
酸

化
窒
素
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
な

ど
▽
観
測
場
所
＝
荻
窪
中
学

費

申

問
内内内

校
、
桃
井
第
四
小
学
校

☆

　
 

東
京
外
か
く
環
状
道
路
調

査
事
務
所
�
０
１
２
０
‐
３
４
‐

１
４
９
１
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）、
�
３
７
０
７
‐
３
８
９
７

（
直
通
）
／
区
都
市
計
画
課 

観
測
結
果
は
、
東
京
外
か
く
環

状
道
路
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:

//w
w
w
.k
tr.m
lit.g
o
.jp
/

g
a
ik
a
n

な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す

建
築
無
料
相
談
会

　

天
沼
三
丁
目
地
区
（
密
集
事

業
地
区
）
で
は
、
老
朽
住
宅
な

ど
を
良
好
な
共
同
住
宅
に
建
替

え
る
方
に
、
建
設
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
助
成
を
受
け
る
場
合
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
、
建
築
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
、
�
東
京
都
建

築
士
事
務
所
協
会
杉
並
支
部
員

（
住
ま
い
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
協
力
員
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が

お
受
け
し
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１３

４
時　

分 

旧
天
沼
出
張
所
別

３０

館
和
室
（
天
沼
３
―　

―　

）

３４

３８

 

天
沼
三
丁
目
に
お
住
ま
い
の

方 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

ま

ち
づ
く
り
推
進
課

�
障
害
者
地
域
自
立
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー 

オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
の
ご

利
用
を

　

障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
（
障
害
者
福
祉
会
館

内
）
で
は
、
障
害
が
あ
る
方
を

中
心
に
自
由
に
話
が
で
き
る
場

と
し
て
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
担
当
の
当
事

者
相
談
員
（
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
）
が
皆
さ
ん
の
経
験
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。
気

問

他

時

場

対
申

問

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
 

第
一
・
三
土
曜
日
＝
午
前

　

時
〜
正
午
／
第
二
・
四
水
曜

１０日
＝
午
後
１
時
〜
３
時 

障
害

者
福
祉
会
館
（
高
井
戸
東
４
―

　

―
５
）

１０◇
各
種
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

自
立
や
就
労
、
進
路
、
医
療
、

当
事
者
相
談
な
ど
を
月
〜
金
曜

日
に
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
（
当
事
者
相
談
は
電
話
予
約

制
）。医
療
に
つ
い
て
は
専
門
医

が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
電
話
予

約
制
）。

☆

　
 

・ 

障
害
者
福
祉
会
館
�

３
３
３
２
‐
６
１
２
１

 
★
都
下
水
道
局
西
部
第
一
管
理

事
務
所
出
張
所
の
統
合
廃
止

　

４
月
１
日
か
ら
杉
並
南
出
張

所
と
杉
並
北
出
張
所
が
統
合
さ

れ
杉
並
出
張
所
と
な
り
ま
す
。

　
 

新
名
称
＝
東
京
都
下
水
道

局
西
部
第
一
管
理
事
務
所
杉
並

出
張
所
▽
所
在
地
＝
下
井
草
２

―
６
―　
 

西
部
第
一
管
理
事

１３

務
所
�
３
３
９
４
‐
９
４
５
７

�
３
３
９
４
‐
９
４
５
９

時

場

申

問� �

内

問

◆国民年金◆　６５歳になられる方へ６５歳になられる方へ
　老齢基礎年金の受給には、手続が必要です。受付は誕生日の前日
からです。必要書類などについては下記にお問い合わせください。
　 加入したことのある年金が国民年金だけで、１号被保険者期間
のみの方＝区役所国民年金課年金給付係／国民年金の３号被保険
者期間のある方、厚生年金や共済年金に加入したことのある方＝杉
並社会保険事務所（高円寺南２‐５４‐９�３３１２‐１５１１）
※１号被保険者＝自営業、学生など／３号被保険者＝厚生年金・各
種共済年金加入者に扶養されている配偶者

問

〈杉並区家庭福祉員〉
電　　話住　　　　　　　所氏　　名
�３３３３‐８８５１西荻南３‐１‐１２相原　幸枝
�３３３４‐５６２３高井戸東３‐３‐３浅井　 俐子
�３３３４‐０８７１久我山３‐３７‐２石井　美枝子
�３３９６‐４３０９今川３‐１５‐１２上田　和子
�３３２１‐８４１６和泉３‐１‐６羽鳥　法江
�５３７８‐１２０７高円寺南３‐４８‐１４メゾンムラオカ１０１村岡　幸江
�３３９９‐１２６９本天沼３‐１５‐１２村上　とし枝
�５９３０‐０９７２荻窪１‐１‐３１若山　信子

問合せ主な内容日　時審議会名審
議
会
の
お
知
ら
せ

男女共
同参画
推進担
当

男女共同参
画社会をめ
ざす杉並区
行動計画の
改定につい
て

３月２４
日�
午後２
時～

男女共同
参画推進
区民懇談
会

※日時は変更する場合があります。



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

● NO.1671５ 平成１６（２００４）年３月１１日（木曜日）
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�都民体育大会予選会
◇ソフトボール
　 ４月１１日�午前９時～（予備日４月１８日） 和田堀公園野球場（大宮１‐６
‐１０） 区内在住・在勤の方で編成されたチーム ・ 電話で、３月２６日まで
に区ソフトボール連盟・永井�３３３５‐１０２２へ 代表者会議を３月２７日�午後６時
３０分から東京立正高校（堀ノ内２‐４１‐１５）で開催します
◇クレー射撃
　 ４月１８日�午前９時～ 群馬県クレー射撃場（群馬県安中市中宿２０００‐４）
 種目＝トラップ・スキート 区内在住・在勤・在学で散弾銃所持者 １種目
６０００円 当日、直接会場へ 区クレー射撃連盟・森下�３３９５‐３３０３
�杉並区ターゲットバードゴルフオープン競技大会
　 ４月２２日�午前１１時～午後３時（区後援） 上井草スポーツセンター（上井
草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学の方 ５０名 無料 往復ハガキ（２面
記入例参照）で、３月３１日（必着）までに区ターゲットバードゴルフ協会・福田
豊（〒１６８‐００７３下高井戸１‐３７‐５）へ（先着順） 同協会・福田�３３０３‐７０８３
（午前９時～午後９時） ゴルフクラブ（ＰＷ）がある場合は、持参してくださ
い
�杉並区民ヤマベ釣り大会
　 ３月２８日�午前０時出発（小雨決行・区後援） 静岡県下田方面（稲生沢川
など） 集合場所＝ＪＲ荻窪駅北口青梅街道天沼陸橋 区内在住・在勤・在学の
方 ８０名 大人７０００円、中学生以下３０００円（保険料・バス代・入漁料・えさ代含
む） ・ 電話・ファクスまたはハガキ（２面記入例参照）で、３月２３日（必
着）までに区釣魚連合会事務所（〒１６８‐００８１宮前５‐２４‐８太田方�・�３３３４‐
０３４９／午前９時～午後５時）へ �雨具、朝・昼食は各自持参�中学生以下は高
校生以上の同伴が必要です�釣用具は用意できますので申し込んでください�釣
時は長靴着用を勧めます

 

�硬式テニス　○す 教室番号１９５６
　 ４月１８日～６月１３日の毎週日曜日、午前９時～１１
時（計８回・５月２３日を除く。予備日６月２０日） 妙
正寺体育館 区内在住・在勤・在学で５０歳以上の初心
者・初級者 ４０名（抽選） 1５００円 往復ハガキ（２
面記入例参照）に生年月日も書いて、３月２２日（必着）
までに妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）へ
 同体育館�３３９９‐４２２４
�ウォーキング　○す 教室番号１９７９
　 ４月１５日～５月２７日の毎週木曜日、午前１１時～午後１時（計６回・予備日６
月３日） 下高井戸運動場 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ３０名（抽
選） １０００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、３月２２日
（必着）までに下高井戸運動場（〒１６８‐００７３下高井戸３‐２６‐１）へ 同運動
場�５３７４‐６１９１ 託児（３歳～就学前）あり
�初心者水泳　○す 教室番号２０３３
　 ４月１５日～６月２４日（４月２９日・５月６日・６月３日は除きます）の毎週　

時 場
対 申 問

他

時 場
内 対 費

申 問

時 場
対 定 費 申

問
他

時 場
内 対

定 費
申 問

他

スポーツ教室　○す …すぽーつ・ねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

時
場

対
定 費 申

問

時
場 対 定

費 申
問

他

時

木曜日、午前１０時～正午（計８回） 杉並第十小学校
温水プール 区内在住・在勤・在学で６０歳未満の初心
者・初級者 ３２名（抽選） ３７００円 往復ハガキ（２
面記入例参照）に生年月日も書いて、３月２２日（必着）
までに杉並第十小学校温水プール（〒１６６‐００１２和田
３‐５５‐４９）へ 同プール�３３１８‐８７６３ 駐車場はあ
りません
�ソシアルダンス　○す 教室番号２０８１
　 ５月６日～６月１０日の毎週木曜日、午後５時～７時（計６回） 荻窪体育館
 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者 男女各１６名（抽選） １０００円 
往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、３月２３日（必着）までに荻
窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ 同体育館�３２２０‐３３８１ 託児（３
歳～就学前）あり
�グラウンドゴルフ　○す 教室番号２１１１
　 ４月２０日～６月１日の毎週火曜日、午前１１時～午後１時（計６回・５月４日
を除く。予備日６月８日） 上井草スポーツセンター 区内在住・在勤・在学で
１６歳以上の方 ３０名（抽選） １５００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年
月日も書いて、３月２６日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上
井草３‐３４‐１）へ 同センター�３３９０‐５７０７ 託児（３歳～就学前）あり
�アーチェリー初心者教室
　 ４月３日～９月１８日の第１・３土曜日、第２・４日曜日の午後１時～５時
（計２２回・区後援） 上井草スポーツセンター弓道場（上井草３‐３４‐１） 区
内在住・在勤・在学で中学生以上の方 １５名（抽選） ４回まで無料（５回目か
ら１回３００円） ハガキ（２面記入例参照）で、３月２８日（必着）までに区アー
チェリー協会・小杉英雄（〒１６７‐００４２西荻北４‐３３‐１２）へ 同協会・小杉
�３３９０‐６８３９（午後８時～１０時）
�トレーニングセミナー（シェイプアップコース）
　運動の効果が出ない、運動は良いと分かっているが続かないなどという方は、
ぜひご参加ください。健康づくりのお手伝いをします。
　 ４月５日・１２日・１９日（月曜日コース）または４月１日・８日・１５日（木曜
日コース）時間はいずれも、午前１０時～１１時３０分 上井草スポーツセンター・ト
レーニングルーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方
 両コース各５名（先着順） ４００円（入場料） ・ 電話で、月曜日・木曜日
コースどちらか指定のうえ、前日までに上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ
�楽らくスポーツ健康塾～楽しみながらの健康作戦
　いつまでも生き生きと健康な体と楽しい仲間、そんな豊かな生活を手に入れる
ためのお手伝いをします。あまり運動をしたことがない人でも大丈夫です。毎週
１回ストレッチや健康体操などで楽しみながら体を動かし、半年間無理なく健康
づくりを目指しましょう！また、教室の中では保健センターとの連携による健康
講座も取り入れ、健康について様々な角度から考えていきます。
　 ４月１５日～９月２日の毎週木曜日午前９時～１１時（４月２９日を除く・計２０回）
 高円寺体育館（高円寺南２‐３６‐３１） 区内在住・在勤の６０歳以上の方（医師
などから運動を止められている方はご遠慮ください） ７０名（申し込み多数の場
合は、初回者優先の上、抽選） ３０００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年
月日も書いて、３月３１日（必着）までに�杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４
阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ヶ谷ビル８階）へ 同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
�気軽にフィットネス～肩こり・腰痛予防の簡単トレーニング～
　 ３月３１日�午前９時～１１時 上井草スポーツセンター・トレーニングルーム
（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ２０名 ４００円
（入場料） ・ 前日までに、上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ

場
対
定 費 申

問 他

時 場
対 定 費 申

問 他

時
場 対

定 費 申

 
問 他

時
場 対

定 費
申

問

時
場

対
定 費 申 問

時
場 対

定
費 申

問

時 場
対 定 費

申 問

競技大会

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、３月１１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。
なお、定員を超えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

★
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

　

パ
ソ
コ
ン
の
初
歩
か
ら
て
い

ね
い
に
お
教
え
し
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
清

水
分
室 

各
コ
ー
ス
一
〇
名 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
）
に
昼
間
の
連
絡
先
、
希
望

時

内

費

場

定

申

コ
ー
ス
番
号
（
第
二
希
望
ま

で
）、キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
希
望
の

有
無
も
書
い
て
、３
月　

日（
消

１８

印
有
効
）
ま
で
に
�
杉
並
区
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
清
水
分

室
（
〒　

‐
０
０
３
３
清
水
３

１６７

―　

―
４
）
へ 

同
分
室
�
３

２２
３
９
４
‐
２
２
５
３ 

個
人
指

導
や
各
種
設
定
の
出
張
サ
ー
ビ

ス
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

問

他

〈�杉並区シルバー人材センター・パソコン教室〉
内容／受講料対象などコース番号・日時コース名／時間

マウス・キーボードの使い方からインタ
ーネット・電子メール操作まで／８９００円

パソコンに全
く触った事が
ない方

Ａ‐１＝４月２日～２３日の毎週金曜

Ａ・初めてのパソコン／午
前１０時～正午（計８時間）

Ａ‐２＝４月５日～２６日の毎週月曜
Ａ‐３＝４月６日～２７日の毎週火曜
Ａ‐４＝４月７日～２８日の毎週水曜
Ａ‐５＝５月７日～２８日の毎週金曜

ワープロソフト（ワード）を使った文書
作成とインターネット・電子メールの基
本操作／８９００円

文字入力が一
通りできる方

Ｂ‐１＝４月５日～２６日の毎週月曜Ｂ・パソコンもっと上達／
午後１時～３時（計８時間） Ｂ‐２＝５月１１日～６月１日の毎週火曜

Ａ・Ｂコースを連続して受講できます
／１万７５００円

パソコンに全
く触った事が
ない方

連‐１＝４月１日～５月２７日の毎週木曜
（祝日を除く）

Ａ・Ｂ連続／午前１０時～正
午（計１６時間）

インターネット・電子メールのさまざま
な操作／６７００円マウス・キーボ

ード操作ので
きる方

Ｃ‐１＝５月１１日～２５日の毎週火曜Ｃ・インターネット・電子メ
ール入門／午前１０時～正午
（計６時間） Ｃ‐２＝５月１２日～２６日の毎週水曜

表計算ソフト（エクセル）の基本操作、表
の編集やグラフの作成／８９００円

Ｄ‐１＝４月１日～２２日の毎週木曜Ｄ・エクセル入門／午後１
時～３時（計８時間） Ｄ‐２＝４月２日～２３日の毎週金曜

デジタルカメラの画像をパソコンに取
り込み、加工・印刷まで（フォトエディタ
ー使用）／６７００円

事前に写真を
撮ったデジカ
メ持参

Ｅ‐１＝４月６日～２０日の毎週火曜Ｅ・デジカメ入門／午後１
時～３時（計６時間） Ｅ‐２＝５月１２日～２６日の毎週水曜

ワープロソフト（ワード）を使った図・写
真入り応用的な文書作成／８９００円

ワード使用経
験のある方

Ｆ‐１＝４月７日～２８日の毎週水曜Ｆ・ワード活用／午後１時
～３時（計８時間） Ｆ‐２＝５月６日～２７日の毎週木曜

表計算ソフト（エクセル）を使ったワー
クシート・データベースの基礎／８９００円

エクセル使用
経験のある方Ｇ‐１＝５月１０日～３１日の毎週月曜Ｇ・エクセル活用／午前１０

時～正午（計８時間）

自分のホームページを写真入りで作成
（ホームページビルダー７使用）／１万
円

マウス・キーボ
ード操作ので
きる方

Ｈ‐１＝５月１０日～３１日の毎週月曜
Ｈ・初めて作るホームペー
ジ／午後１時～３時（計８
時間）
※�Windows XP、OfficeWord ２０００、Excel ２０００使用�受講料は、テキスト代を含みます。
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平成１６（２００４）年３月１１日（木曜日）

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

�
３
〜
５
月
の
催
し
と
教
室

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で
３
〜
５
月
に
開
催
す

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

６
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

〈３～５月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

�高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

３月１８日
１００円

（保険料を
含む）

３月２８日    午前１０時～正午
トレーニング機器講習会（区民センター共通修了書発行の
ため３�×２.５�の写真１枚持参）／岩月華子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１６歳以上・１０）

�阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

３月２３日１００円
（資料代）

４月２・９・１６・２３日
午後１時３０分～３時３０分

家計見直し講座～今だからできる生活費と老後の備え。楽
しく考えてみませんか／関口仁　　　　　　　　　 （５０）

３月２３日毎回２０円
（保険料）

４月８・１５・２２日
５月６・１３・２０日
午後１時３０分～３時３０分

ボディケア講座～手軽に気楽に気持ち良く自分でできる
ちょこっと体操／櫻井龍也　　　　　　　　　　　 （３０）

　　無料４月１０日    午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会／三つのりんご （参加自由）

�荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

　　無料３月３１日
午後１時３０分～３時３０分

ＮＰＯ学級講座～細川佳代子さん（細川元総理夫人）によ
る「スペシャルオリンピックスの魅力」をテーマに講演し
ていただきます　　　　　　　　　　　　　（先着順・７０）

３月１６日１００円（健
常者のみ）

４月３・１０・１７・２４日
午後１時３０分～３時３０分

手話付きやさしい太極拳～日本武術太極拳連盟公認指導
員が指導します／大木良雄　　（聴覚障害者２５、健常者１５）

�井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

　　無料※
３月１３日
午後１時３０分～３時３０分
（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します（原則と
して１人１点、先着順）／安井昌徳ほか　　　（参加自由）

３月１８日毎回２０円
（保険料）

３月２７・２８日
午前１０時～正午

トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用するた
めの事前講習会（写真１枚３�×２.５�持参）／大江喜和子

（両日とも参加可能な１６歳以上・１０）

　　
１００円（ト
レーニング
室使用料）

３月２７日    午後２時～４時
トレーニング相談～当日はトレーナーによるトレーニン
グ機器の正しい使用方法、身体のどの部分を鍛えるかの指
導および、ご相談に応じます／大江喜和子（講習会修了者）

３月２５日２００円
（譜面代）

４月５・１２・２０日、５月１０
日午前１０時～正午（４月２０
日のみ正午～午後２時）

シャンソン教室～シャンソンを習って、アナタも“アダモ”
になりませんか�初心者向け・やさしく、丁寧に指導しま
す／山白恭二ほか　　　　　　　　　　　　　　　 （２５）

�高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

３月２３日
参加費１００
円、保険料
毎回２０円

４月１８・２５日
５月９・１６日

午前１１時～午後１時

腹式呼吸ストレッチング～老いも若きも男も女も血液サ
ラサラ健康体／鹿野裕子　　　　　　　　　　　　 （５０）

３月２３日１００円４月１３・２７日、５月１１・２５
日　　   　午後２時～４時

初心者カラオケ教室～楽しく歌ってストレス解消／伊藤
正行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（２５）

３月２３日
１２０円

（保険料を
含む）

４月１３日
午前１０時～午後１時

４月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用す
るための事前講習会（写真１枚３�×２.５�持参）／高橋悦
子　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１６歳以上・１０）

　　無料４月８・１５・２２日
午後３時３０分～４時

おはなし広場～絵本の読み聞かせを中心に、手あそび・工
作など／杉並こどもの本の会、ムーミン母親クラブ、バン
ビぶんこ　　　　　　　　　　　　　　　　 （参加自由）

�上高井戸区民集会所（〒１６８‐００７２　上高井戸１‐１５‐５）

３月１８日２００円（資
料代など）

４月８・１５日、５月６・２０
日　　　   午前１０時～正午

気功ヨーガ教室「リベラ」～気功とヨーガをやさしく学ん
で健康な身体を取り戻しましょう／姜昇徹　　　　 （１５）

※は、実費がかかる場合があります。

 
春
が
き
た
音
楽
会
―
大
人

も
子
ど
も
も
幸
せ
気
分

　

春
で
す
！
歌
、
演
奏
、
ゲ
ー

ム
や
お
話
な
ど
楽
し
い
音
楽
会

へ
ご
招
待
。
美
し
い
民
族
衣
装

で
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
歌
も
お
き

か
せ
し
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
３
時　

３１

３０

分
〜
５
時　

分 

出
演
＝
お
お

１５

き
な
木
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ス
ペ

ー
ス
、
三
つ
の
り
ん
ご 

六
〇

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ 

小
学
生

以
下
に
は
お
や
つ
が
つ
き
ま
す

 
�
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

美
し
い
京
都
再
発
見

　

『
京
都
・
隠
れ
寺
―
あ
な
た

の
知
ら
な
い
京
都
―
』
の
著
者

で
あ
る
弁
護
士
の
呉
服
晃
一
さ

ん
を
招
き
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
 

４
月
３
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

九

３０

〇
名
（
先
着
順
） 

二
〇
〇
円

 

当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

ワ
イ
ン
に
合
う
イ
タ
リ

ア
風
料
理
教
室

　

ト
マ
ト
を
主
体
と
し
た
イ
タ

リ
ア
風
料
理
教
室
と
作
っ
た
料

理
を
サ
カ
ナ
に
ワ
イ
ン
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
き
ま
す
。
ま
た
参
加

者
に
は
、
缶
ビ
ー
ル
と
発
泡
酒

三
缶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
 

４
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１７

５
時 

増
野
妙
子 

三
五
名

（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円 

往

復
ハ
ガ
キ（
２
面
記
入
例
参
照
）

で
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま
で

３１

に
同
セ
ン
タ
ー
へ

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

定

費

申
他

荻  
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

定

費

申
時

師

定

費

申

 
詩
吟
入
門

　

日
本
の
伝
統
的
民
謡
、
な
じ

み
深
い
漢
詩
な
ど
を
題
材
と
し

た
詩
吟
を
、
気
軽
に
楽
し
く
健

や
か
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

４
月　

・　

日
、
５
月
８
・

１７
２４

　

日
／
い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午

２２後
２
時
〜
４
時 

日
本
吟
道
学

院　

段
・
教
授
・
金
澤
清
龍 

１０
一
五
名 

一
〇
〇
円
（
テ
キ
ス

ト
代
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面

記
入
例
参
照
）
で
、
３
月　

日
３１

（
必
着
）ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

師

定

費申

 
日
本
の
た
ま
ご
こ
ろ
〜 
蹴 け

 
鞠 
か
ら
野
球
ま
で

ま
り

　

王
朝
貴
族
の
優
雅
な
遊
び
と

思
わ
れ
て
い
る
蹴
鞠
に
、
現
代

の
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
に
通
じ
る

球
技
の
原
点
が
あ
っ
た
。�
日
本

の
人
々
は
昔
か
ら
ボ
ー
ル
好
き

だ
っ
た
�。

　
 

４
月　

日
�
午
後
１
時　

１７

３０

分
〜
４
時 

東
京
大
学
名
誉
教

授
・
渡
辺
融
（
元
東
京
大
学
野

球
部
監
督
） 

八
〇
名
（
抽
選
）

 

一
〇
〇
円
（
資
料
代
） 

往

復
ハ
ガ
キ（
２
面
記
入
例
参
照
）

で
、
４
月
５
日
（
必
着
）
ま
で

に
同
セ
ン
タ
ー
へ

 
セ
シ
オ
ン
杉
並
ま
つ
り

参
加
者
募
集

　
 

６
月
５
日
�
・
６
日
� 

�
グ
ル
ー
プ
発
表
�
展
示
作
品

�
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
食
料

品
・
電
化
製
品
は
不
可
） 

�
・

�
は
セ
シ
オ
ン
杉
並
に
登
録
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
同
セ

ン
タ
ー
の
地
域
に
在
住
・
在
勤

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
�
は
区
内
在

住
の
方
（
各
日
二
〇
組
） 

�
・

�
は
無
料
�
は
一
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
）
に
、
�
は
グ
ル
ー
プ
名
・

代
表
者
名
・
ホ
ー
ル
（
５
日
の

み
・
三
年
連
続
出
演
不
可
）
か

和
室
の
い
ず
れ
か
の
希
望
、
�

は
グ
ル
ー
プ
名
・
代
表
者
名（
連

絡
先
・
電
話
番
号
）、
作
品
の
種

類
、
展
示
方
法
（
壁
・
机
・
パ

ネ
ル
と
机
）
の
中
か
ら
一
つ
、

�
は
希
望
日
・
出
店
品
目
も
書

い
て
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま

３１

西  
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

師
定

費

申

高
円
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

対費

申

で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
（
抽
選
）

 
円
座
を
差
し
上
げ
ま
す

　
 

４
月　

日
�
・　

日
� 

１０

１１

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

「
春
ま
つ
り
」
会
場 

三
〇
名

（
一
人
一
点
） 

往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
記
入
例
参
照
）
に
「
円

座
希
望
」
と
明
記
の
う
え
、
３

月　

日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
事

２０
務
局
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
へ

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

「
春
ま
つ
り
」
に
本
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も

の
絵
本
や
童
話
、
マ
ン
ガ
、
文

庫
本
、
単
行
本
、
実
用
書
な
ど

（
雑
誌
、
汚
・
破
損
本
、
カ
セ

ッ
ト
、
Ｃ
Ｄ
、
事
典
、
辞
書
、

参
考
書
、
医
学
専
門
書
な
ど
は

除
き
ま
す
）
を
高
井
戸
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
二
階
図
書
室
カ
ウ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

受
付
期
間
は
「
春
ま
つ
り
」

最
終
日
（
４
月　

日
�
）
ま
で

１１

で
す
。

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

場

定

申

下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１�第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２�第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１�第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター �３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７�第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２�第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３�第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２�第２水曜日

高井戸地域区民センター �３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５�第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５�第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０�第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０�第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１　本天沼２－１２－１０�第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４　桃井４－３－２�第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３　西荻南３－５－２３�第２月曜日

永福和泉地域区民センター �５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８�第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８�第１・第３水曜日

　１５年１２月に実施したアンケートには、１２３７件の
回答をいただきました。この結果を参考にして、
さらに利用しやすい仕組みに改善していきます。
　アンケートの報告書は地域課（区役所西棟７
階）や地域区民センターなど、さざんかねっと対
象施設で配布しています。また、区ホームページ
でもご覧になれます。　　　　　　　 地域課問

さざんかねっとアンケート結果
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４
月
か
ら
６
月
は
カ
ラ
ス
の

繁
殖
期
に
あ
た
り
、
多
く
の
カ

ラ
ス
が
エ
サ
の
調
達
場
所
か
ら

近
い
大
き
な
樹
木
に
巣
を
作
り

ま
す
。
例
年
、
巣
の
ま
わ
り
で

人
が
襲
わ
れ
る
な
ど
の
被
害
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
親
の
カ
ラ
ス
が
子
育
て
の
時

期
に
卵
や
ヒ
ナ
を
守
ろ
う
と
す

る
た
め
に
お
こ
り
ま
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
に
巣
を
作
ら

せ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

巣
の
材
料
と
な
る
も
の

を
片
付
け
ま
し
ょ
う

　

本
来
は
木
の
小
枝
だ
け
で
作

り
ま
す
が
、
住
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ

な
ど
に
出
し
た
ま
ま
の
針
金
ハ

ン
ガ
ー
が
簡
単
に
調
達
で
き
る

た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
巣
が
針
金

ハ
ン
ガ
ー
を
利
用
し
て
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
使
い
終
わ
っ
た
針

金
ハ
ン
ガ
ー
は
必
ず
片
付
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

巣
が
掛
け
や
す
い
枝
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

　

敷
地
内
に
大
き
な
木
な
ど
が

あ
る
場
合
に
は
、
せ
ん
定
を
行

い
、
枝
に
巣
が
掛
け
に
く
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
樹

木
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
枝
が
放
射
線
状
に

な
ら
な
い
よ
う
に
せ
ん
定
し
ま

し
ょ
う
。

カ
ラ
ス
へ
の 
餌 
付
け
は

え

や
め
ま
し
ょ
う

　

餌
付
け
を
す
る
こ
と
で
人
を

恐
れ
な
い
習
性
を
も
っ
た
カ
ラ

ス
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
カ
ラ
ス
が
身
近
な
と
こ
ろ

に
巣
を
作
り
、
人
を
襲
う
被
害

が
増
え
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

餌
付
け
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の

食
物
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

い
る
行
為
と
も
い
え
ま
す
の

で
、
絶
対
に
餌
付
け
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
空
き
地
や
駐

車
場
な
ど
で
ネ
コ
や
ハ
ト
に
エ

サ
を
や
る
こ
と
は
、
カ
ラ
ス
を

誘
う
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で

お
や
め
く
だ
さ
い
。

◇
カ
ラ
ス
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な

っ
た
ら

�
巣
の
場
所
を
確
認
し
、 
迂 
回
う

路
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
を
通
る
よ

う
に
し
ま
す
。

�
迂
回
で
き
な
い
場
合
は
帽
子

を
か
ぶ
る
か
、
傘
を
さ
し
て
通

る
よ
う
に
し
ま
す
。
カ
ラ
ス
は

背
後
か
ら
頭
を
ね
ら
い
、
脚
で

襲
っ
て
き
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
に
襲
わ
れ
る
な
ど
の

被
害
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

「
カ
ラ
ス
一
一
〇
番
」
�
５
３

０
７
‐
０
６
６
５
（
環
境
課
内

直
通
電
話
）
へ
（
月
曜
〜
金
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
）。

１５
　
 

環
境
課

問

　

早
春
、
新
緑
、
冬
の
寒
さ

を
耐
え
「
淡
く
う
す
桃
色
」

の
花
び
ら
を
つ
け
、
春
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
桜
、
神
田
川

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
見
所
が
あ

り
ま
す
。

　

水
の
流
れ
に
川
も 
迂 
曲

う

し
、
川
に
降
り
注
ぐ
よ
う
に

咲
く
花
の
見
事
さ
に
時
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
を
巡
ら
せ
る
、

だ
れ
に
で
も
あ
っ
た
こ
ど
も

の
こ
ろ
を
。

　

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
近
く
、
龍
光
寺
前
の
桜

と
共
に
栄
泉
橋
の
欄
干
は
今

で
は
珍
し
く
「
木
」
で
造
ら

れ
、
訪
れ
る
人
を
懐
か
し
く

さ
せ
ま
す
。

　

下
高
井
戸
区
民
集
会
所
近

く
の
神
田
橋
か
ら
は
、
グ
ラ

ン
ド
の
明
か
り
を
背
に
し
て

咲
く
夜
桜
が
見
事
で
す
。

　

藤
和
緑
地
（
高
井
戸
八
幡

周
辺
）
の
枝
垂
れ
桜
、
高
井

戸
駅
へ
と
続
く
染
井
吉
野
、

池
袋
橋
近
く
に
は
緑
色
の
花

を
つ
け
る
う
こ
ん
桜
、
塚
山

公
園
の
新
緑
と
共
に
春
を
つ

げ
ま
す
。　

　

川
を
飾
り
、
そ
よ
風
に
よ

っ
て
舞
い
散
る
花
び
ら
は 
川 かわ

 
面 
に 
絨
毯 
を
か
も
し
だ
し
、

も 

じ
ゅ
う
た
ん

自
然
の
美
し
さ
を
か
い
ま
見

せ
ま
す
。

　

ま
た
、
環
七
方
面
の
一
本

橋
近
く
、
和
泉
児
童
遊
園
の

桜
は
ご
近
所
の
方
が
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
し
、道
行
く

人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

　

見
所
が
い
っ
ぱ
い
の

神
田
川
、う
ら
ら
か
な
日

だ
ま
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の

春
を
感
じ
に
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

（
方
南
・
和
泉
地
域
集
会

施
設
運
営
協
議
会
・
総
務

部
広
報
担
当
）

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

　
　

カ
ラ
ス
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

神 田 川神 田 川 のの 桜桜

地域の見所情報

勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇勇気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひとととととととととととととととととととととととととととととととととととととと声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声勇気のひと声

�

�

�

�

��������������������������

��������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

レジ袋削減、はじめのひと声は？杉並ア

ニメ振興協議会制作のアニメ『サヨナラ、

みどりが池』のなかまたちがお話ししま

す。

　 経済勤労課問

ピョン子　ケロ吉君、お店屋さんごっこ
しましょ。

ケロ吉　いいよ。オイラお店の人。
ピョン子　これください。
ケロ吉　はい、２００円です。
ピョン子　・・・。
ケロ吉　ピョン子ちゃん、どうしたの？
ピョン子　お店の人は「レジ袋は要りま
すか？」って聞かなきゃダメじゃない。

ケロ吉　お客さんが「レジ袋は要りませ
ん」って言うんだよ。

ピョン子　違うわよ！

ガマじいさん　ハッ、ハッ、ハッ、お店
の人はお客さんに気兼ねして尋ねにくい

しのう、お客さんはお店の人に聞かれれ

ば断りやすいんじゃがなあ。どちらもは

じめのひと声を待っておるぞ。お店には

ってあるステッカーなどをきっかけに勇

気を出して声をかけるんじゃ。

ケロ吉　よーし、レジ袋は要りますか？
ピョン子　ウフフッ、レジ袋は要りませ
ん。その代わりエコシールをください！

ガマじいさん　こりゃしっかりしとるわ
い。

▲ピョン子▲ケロ吉

○Ｃ 杉並アニメ振興協議会
デザイン：くずおかひろし

レレ ジジ 袋袋 削削 減減

▲ガマじいさん

勇気のひと声勇気のひと声

　「すぎまるマガジ
ン」は、知る区ロー
ド探検隊の隊員から
寄せられた探検報告
をもとにつくられて
いる楽しい雑誌で
す。今回の特集は「す
ぎなみの図書館」で
す。
「すぎまるマガジン１５」を配布しますの
で、ぜひご覧ください。
　 配布期間＝３月１１日�～（なくなり
しだい終了）�配布場所＝図書館、まち
づくり推進課（区役所西棟５階）

内
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　オーストリアのチロル州ヴィルシュナウで開催された
「２００４障害者アルペンスキー世界選手権」に出場した和
泉在住の東海将彦さんが、スーパー大回転と回転の２種
目で見事金メダルを獲得しました。この成績により、東
海さんは３月１５日に「杉並区スポーツ栄誉章」を受賞さ
れます。重ねておめでとうございます。

����������������		
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  できました

◇すぎまるサポーター募集◇
　知る区ロードをあなたの手でつくって
みませんか？あなたのアイディアで、知る
区ロードの可能性が広がります。
　 イベント内容の企画、運営 小学校高
学年以上で、企画会議やイベント当日に参
加できる方 ・ まちづくり推進課へ
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●NO.1671 ８平成１６（２００４）年３月１１日（木曜日）

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

　区はごみとしないために回収に力を入
れていますが、大量生産・大量消費はそ
のまま大量廃棄となり、回収経費は増大
する一方です。環境に配慮した消費生活
を心がけましょう。
　回収ボックスは、区内約３００店のスーパ

ー・コンビニ・酒販店に設置しているほ
か、児童館、障害者施設などの区立施設
にも設置しています。また、保育園にお
子さんを預けている方に限り、保育園で
も曜日を決めて回収しています。回収し
たペットボトルはリサイクルします。原

料は貴重な化石資源
である石油です。ペ
ットボトルをごみと
せず、ルールを守っ
てリサイクルしまし
ょう。

　

こ
れ
ま
で
に
も
区
民
の
皆
さ

ん
に
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方

に
つ
い
て
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
が
、
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
が
原

因
に
よ
る
清
掃
車
の
火
災
事
故

が
減
り
ま
せ
ん
。　

年
度
に
は

１２

年
間
で
四
件
で
し
た
が
、　

年
１５

度
（
４
月
〜
２
月
）
は
す
で
に

一
七
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

◇
清
掃
車
の
火
災
は
次
の
よ
う

な
原
因
で
発
生
し
ま
す

�
ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま
の
ス
プ

レ
ー
缶
を
出
す
。

�
清
掃
車
の
中
で
ご
み
を
圧
縮

す
る
際
、
金
属
な
ど
が
摩
擦
し

火
花
を
発
生
さ
せ
る
。

�
�
と
�
が
作
用
し
て
引
火

し
、
火
災
が
発
生
す
る
。

◇
清
掃
車
が
火
災
に
な
る
と
次

の
よ
う
な
損
害
が
発
生
し
ま

す
�
ご
み
の
収
集
に
支
障
を
き
た

し
、
近
隣
の
方
、
通
行
人
な
ど

の
区
民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か

け
ま
す
。

�
清
掃
車
に
重
大
な
損
害
を
お

よ
ぼ
し
ま
す
。
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　区民の皆さんが出した資源やごみなどは図１のように運ばれ処理さ
れます。可燃ごみの焼却灰や不燃ごみなどは最終的に埋立処分場に運
ばれますが、この処分場はあと３０年程でいっぱいになってしまいます。
　平成１４年度、区では一般廃棄物処理基本計画を改定しましたが、家
庭系ごみについて、１３年度の区民一人一日当たりのごみ量７１５ｇを１０年
後の平成２４年度に４０％（２８６ｇ）削減する目標を立てました。これは
５００ｍｌペットボトル容器約９本分に相当します。
　１４年度のごみ処理事業にかかった経費は図２のとおりです。１トン
あたりの処理経費は平均で約４万９０００円、一世帯あたりは約２万８０００
円でした。

　

集
団
回
収
と
は
、
自
治
会

な
ど
一
〇
世
帯
以
上
の
グ
ル

ー
プ
が
家
庭
か
ら
出
る
資
源

を
持
ち
寄
り
資
源
回
収
業
者

に
引
き
渡
す
自
主
的
な
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
の
こ
と
で
す
。

　

区
が
行
う
資
源
回
収
に
比

べ
少
な
い
経
費
で
良
質
な
資

源
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、

協
力
す
る
こ
と
で
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
区
で
は
、
集
団
回

収
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
た
資

源
一
�
あ
た
り
六
円
の
報
奨

金
を
お
支
払
い
し
て
い
ま

す
。
業
者
に
引
き
渡
し
た
資

源
は
、
売
却
益
の
一
部
を
受

け
取
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
回
収
量
が
少
な
い
場
合

な
ど
回
収
経
費
を
求
め
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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す
ぎ
な
み
環
境
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
�
５
３
７
３
‐

８
９
４
１
（
日
・
月
曜
、
祝

日
休
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp

://w
w
w
.e
c
o
s
u
g
in
e
t.

jp
/

へ 

�
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
電
話
番
号
は
３
月　

日
２３

か
ら
�
５
３
４
７
‐
２
２
５

５
に
変
わ
り
ま
す
�
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
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ペットボトルの回収
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〈資源〉

製
紙
工
場

問
屋

新聞
チラシ

雑誌・書
籍・板紙

ダンボー
ル

紙パック

工
場

アルミ問
屋缶

鉄

ワンウェイ
びん問

屋びん
リターナブ
ルびん

〈ごみ〉

埋
立
処
分
場

杉並清掃工場可燃ごみ

焼却灰焼却処分

※発電＝清掃工場内で使用し、残り
を電力会社へ売却

※熱供給＝高井戸温水プールなど発電・熱供給

不燃ごみ処理センター杉並中継所不燃ごみ

粗大ごみ破砕処理施設粗大ごみ中継所粗大ごみ

〈ペットボトル〉

再商品化工場中間処理施設
ペットボ
トル

高熱のため塗装がはがれかける
（上）配線が延焼し開閉ができな
くなる（左上）原因となった缶（左）

図１　資源とごみのゆくえ

図２　ごみ処理事業行政コスト純額（平成１４年度）

缶

建築材料

タイル

◇
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　

ス
プ
レ
ー
缶
は
全
部
使
い

切
り
、
缶
を
振
っ
て
液
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
不

燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ど
う
し
て
も
使
い
切
れ

な
い
場
合
は
、
商
品
に
表
示

さ
れ
た
メ
ー
カ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

―問い合わせは、清掃管理課へ。―問い合わせは、清掃管理課へ。




